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こ
れ
ま
で
の
経
緯

タ
イ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、

１
９
８
０
年
〜
９０
年
代
に
か
け
て
国
を
越

え
た
交
流
に
よ
り
有
機
農
業
の
理
念
や
哲

学
を
学
び
、
自
国
の
状
況
に
合
わ
せ
た
実

践
を
試
み
、
数
多
く
の
成
功
を
成
し
遂
げ

て
き
た
。
だ
が
２
０
０
０
年
代
、
タ
イ
は

国
際
援
助
の
対
象
か
ら
徐
々
に
外
れ
、
現

在
の
若
手
は
国
を
越
え
た
交
流
か
ら
学
ぶ

機
会
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
タ
イ
の
有
機
農
家
は
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
確
実
に
増
え
、
生
産
面
で
も

種
類
、
質
、
量
と
も
安
定
し
て
き
て
い
る
。

た
だ
し
、
販
売
面
と
収
入
面
で
は
地
域
や

グ
ル
ー
プ
差
が
あ
り
、販
売
方
法
の
工
夫
、

後
継
者
育
成
と
い
っ
た
生
産
者
強
化
の
ほ

か
に
、
消
費
者
の
安
全
な
食
に
対
す
る
意

識
の
向
上
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
双
方
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
タ
イ
の
新
し
い
食
・
流
通
の

シ
ス
テ
ム
確
立
の
た
め
企
画
し
た
の
が
、

日
本
の
有
機
農
業
を
取
り
巻
く
食
・
流
通
・

教
育
を
学
ぶ
経
験
交
流
だ
っ
た
。

日
本
の 

有
機
農
業
実
践
家
と
の 

３
年
間
の
交
流

１６
、
１７
、
１８
年
と
３
年
に
わ
た
り
、
合

同
会
社
Ｐ
Ｌ
Ｃ
（
注
１
）
と
協
力
し
、
年

に
１
回
、
タ
イ
か
ら
若
手
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ

フ
や
活
動
家
を
招
聘
し
、
日
本
の
有
機
農

業
運
動
の
実
践
者
と
交
流
し
た
。

訪
問
し
た
ア
ジ
ア
学
院
、
生
活
ク
ラ
ブ

連
合
会
、あ
い
よ
農
場
、三
里
塚
ワ
ン
パ
ッ

ク
野
菜
、
埼
玉
県
小
川
町
、
山
形
県
長
井

市
、
山
形
県
白
鷹
町
は
日
本
で
の
先
駆
者

で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
タ
イ
が
長
年
の
活
動
を
通
し

て
協
働
し
て
き
た
仲
間
た
ち
だ
。

交
流
で
は
流
通
、
販
売
、
消
費
に
関
わ

る
関
係
者
の
実
践
と
想
い
に
焦
点
を
当
て

た
。
農
業
分
野
の
す
そ
野
は
広
く
、環
境
、

文
化
、
教
育
、
福
祉
と
の
繋
が
り
も
重
要

で
、
３
年
目
は
保
育
園
や
子
ど
も
食
堂
と

も
交
流
。
創
り
た
い
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
し
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
新
た
な

「
仲
間
」
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

タ
イ
国
内
で
始
ま
っ
た 

「
持
続
可
能
な
社
会
」 

つ
く
り

交
流
を
終
え
２
年
。
今
、
タ
イ
各
地
で

は
、
た
く
さ
ん
の
実
践
が
生
ま
れ
た
。

た
と
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
で
は
、
地
方
の

生
産
者
と
都
市
の
消
費
者
を
繋
ぐ
日
本
の

「
生
協
」
に
近
い
形
の
農
産
物
販
売
流
通

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｆ
ａ
ｒ
ｍ 

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
立
ち
上
が
っ
た
。
南
タ

イ
の
ソ
ン
ク
ラ
ー
県
で
は
、
在
来
種
の
米

を
使
っ
た
米
粉
の
加
工
が
始
ま
っ
た
。
２０

年
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
困
窮
化
し
た
都
市
部
の
非

正
規
労
働
者
を
救
済
す
べ
く
、
交
流
参
加

者
が
中
心
と
な
り
、「
食
を
わ
け
る
・
命

を
わ
け
る
グ
ル
ー
プ
」が
立
ち
上
が
っ
た
。

タ
イ
で
生
ま
れ
た
実
践
は
、「
農
」
を

共
通
項
に
「
持
続
的
な
社
会
」
を
創
り
出

そ
う
と
す
る
国
を
越
え
た
意
志
で
結
ば
れ

て
い
る
。
そ
の
実
践
は
、
個
々
の
小
さ
な

「
ロ
ー
カ
ル
」
の
な
か
で
展
開
し
て
い
る
。

困
難
は
続
く
が
、国
を
越
え
た
学
び
が
ロ
ー

カ
ル
に
還
元
さ
れ
て
い
く
不
断
の
運
動
が

こ
の
先
も
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

［報  告］タイ事業最終報告

３年間の日本との交流から、
新たな実践が始まるタイ

JVCは1980年にタイのバンコクを拠点に創立した。以来、
40年間続いたタイ事業は、2021年3月で国別事業としては
終了した。ここでは、活動終盤の16年から3年連続で続けた、
タイのNGOリーダーたちと日本の有機農業実践者との交流
を報告する。その交流はその後、タイ国内での、生産者と消
費者とを繋ぐ運動を生み、非正規労働者への支援など「持続
可能な社会」つくりへと躍動している。

元 J V Cタイ事業担当
合同会社 P L C代表
下田  寛典

◎注1…合同会社ＰＬＣ。２０１９年設立。広くアジア圏での交流と学びあいを促進するために、経験交流、研修、スタディツアーなどの
企画・運営・サポートをする。体験を通して持続可能な社会をつくる担い手と、そのネットワークを構築することが目的。

   協力団体の合同会社ＰＬＣが、３年間の活動をまとめた冊子を制作した。ご興味ある方はこちらからどうぞ。  https://pnong.base.shop/


